
Safety Answer（セイフティ・アンサー）

社内と社外をメールアドレスで分離（Enterprise Protection)
Safety Answer がインターネットへ公開されているメールアドレスへ届くメールを社内ネットのメール

アドレスへ転送し、また社内ネットからインターネットへ発信するメールの宛先アドレスを変換して送信処

理を中継します。これにより、組織内の利用者は、外部から届くメールのメールアドレスを直接扱うことが

無くなり、情報漏えい事故も発生しません。

組織内の利用者は、外部から届くメールの匿名化されたメールアドレスを管理することで、今まで通り

にメール送受信処理ができます。内部、外部の使い分けの意識も必要がありません。さらに、組織内の

利用者が直接扱うメールアドレスは、全てが組織内だけで有効なメールアドレスとなる為、個人情報漏え

いの心配もありません。

４. Safety Answer の活用例、利用分野（１）
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